
新
潟
県
中
越
地
震
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
10
月
23
日
17
時
56
分

頃
、
新
潟
県
中
越
地
方
を
震
源
と

す
る
Ｍ
６
．
８
の
直
下
型
地
震（
深

さ
13
㎞
）が
発
生
し
、
旧
川
口
町（
現

長
岡
市
）の
震
度
７
を
最
大
と
し
て
、

旧
山
古
志
村
・
旧
小
国
町（
い
ず
れ

も
現
長
岡
市
）、
小
千
谷
市
で
震

度
６
強
を
、
長
岡
市
、
十
日
町
市
、

旧
栃
尾
市（
現
長
岡
市
）、
魚
沼
市
、

刈
羽
村
で
震
度
６
弱
を
観
測
し
た

ほ
か
、
東
北
地
方
か
ら
近
畿
地
方

に
か
け
て
震
度
１
か
ら
５
強
を
観

測
し
ま
し
た
。

　

地
震
に
よ
る
被
害
は
死
者
68
人
、

負
傷
者
４
、
７
９
５
人
、
家
屋
の

全
・
半
壊
が
１
６
、
９
８
５
棟（
平

成
21
年
10
月
15
日
現
在（
新
潟
県　

最
終
報
））に
及
び
、
各
地
で
大
規
模

な
地
す
べ
り
や
斜
面
崩
壊
に
よ
る

土
砂
災
害
が
発
生
し
、
集
落
機
能

や
道
路
等
生
活
基
盤
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
で
土
砂
災
害
が
多
く

発
生
し
た
原
因
と
し
て
日
本
有
数

の
地
す
べ
り
地
帯（
第
三
紀
層
地
す

べ
り
地
帯
）を
震
源
と
す
る
強
い
地

震
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
地
震
の

直
前
に
来
襲
し
た
台
風
23
号
に
よ

る
降
雨
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
後
の
冬
季
は
19
年

振
り
の
豪
雪
と
な
り
、
融
雪
期
に

は
、
地
震
で
緩
ん
だ
斜
面
に
融
雪

水
が
浸
透
し
崩
壊
の
発
生
が
助
長

さ
れ
、
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。

震
災
復
旧
対
策
に
つ
い
て

　

新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
り
発
生

し
た
被
災
地
の
早
期
復
旧
を
図
る

た
め
、
工
事
規
模
が
大
き
く
、
復

旧
に
高
度
な
技
術
力
を
要
す
る
箇

所
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
の
要
請
を

受
け
、
国
に
よ
る
民
有
林
直
轄
地

す
べ
り
防
止
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
た

平
成
16
年
度
に
は
、
上
越
新
幹
線

国有林野 事業の取組

関東森林管理局

　

平
成
16
年
10
月
23
日
に
発
生
し
た
新

潟
県
中
越
地
震
は
、
多
く
の
死
傷
者
や

家
屋
の
被
害
と
と
も
に
、
多
く
の
地
す

べ
り
や
斜
面
崩
壊
を
も
た
ら
し
、
中
山

間
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
中
越

地
震
の
復
旧
に
向
け
た
関
東
森
林
管
理

局
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

▲アンカー工の様子（小千谷市小栗山）
　不動地盤まで挿入した鋼材で地すべりを固定

新潟県中越地震災害の
復旧に向けて

▲完成した鋼製ダムの植生回復状況
　(平成23年6月旧山古志村楢木地区)
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や
国
道
、
集
落
等
へ
の
二
次
的
な

土
砂
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
高

い
と
さ
れ
た
長
岡
市
、
小
千
谷
市
、

旧
山
古
志
村
の
４
地
区
で
、
民
有

林
直
轄
地
す
べ
り
防
止
災
害
関
連

緊
急
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
17
年
度
か
ら
は
、
長
岡

市
に
関
東
森
林
管
理
局
中
越
山
地

災
害
復
旧
対
策
室
及
び
中
越
森
林

管
理
署
中
越
治
山
事
業
所
を
設
置

し
、
集
中
的
に
対
策
工
事
を
進
め

る
体
制
を
整
え
、
国
が
民
有
林
直

轄
治
山
事
業
を
実
施
す
る
12
地
区

に
つ
い
て
、
復
旧
に
要
す
る
期
間
を

新
潟
県
等
の
復
興
の
目
標
期
間
で

あ
る
被
災
後
10
年
後
の
平
成
26
年

度
、
総
工
事
費（
見
込
み
）1
6
2
億

円
の
全
体
計
画
を
も
っ
て
、
復
旧
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
越
地
域
は
、
大
規
模

な
地
す
べ
り
が
起
き
や
す
い
複
雑

で
脆
弱
な
地
質
や
豪
雪
等
の
自
然

条
件
を
有
し
、
被
害
の
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
体
の
復
旧

に
当
た
っ
て
は
高
度
な
施
工
技
術
を

要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
構
成

さ
れ
る
検
討
会（
中
越
地
区
民
有
林

直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
推
進
に

当
た
っ
て
の
検
討
会（
座
長　

北
原

曜　

信
州
大
学
教
授
））を
平
成
17

年
度
に
開
催
し
、
震
災
の
影
響
で

資
材
の
搬
入
も
ま
ま
な
ら
な
い
道

路
事
情
下
で
も
工
程
の
制
約
を
受

け
に
く
い
掘
削
レ
ス
セ
ル
ダ
ム
工
法

（
現
地
発
生
土
を
中
詰
材
と
し
て
利

用
す
る
鋼
製
ダ
ム
工
法
）を
採
用
す

る
な
ど
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

復
旧
計
画
・
工
法
に
よ
り
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
域
で
あ
る
旧
山
古

志
村
や
小
千
谷
市
は
錦
鯉
の
発
祥

の
地
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
、
事

業
地
周
辺
に
は
養よ
う
り
ち

鯉
池
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
棚
田
も
散
在
し
て
い
ま

す
。
地
す
べ
り
防
止
工
事
で
は
、
地

下
水
の
流
れ
等
を
変
化
さ
せ
る
た

め
、
水
を
必
要
と
す
る
施
設
等
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
養
鯉
池
や
棚
田
、
関
連
施
設

等
の
保
全
と
地
す
べ
り
防
止
の
両
立

を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
と
調
整
を

行
い
、
地
す
べ
り
防
止
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

復
旧
状
況

　

平
成
24
年
6
月
現
在
の
進
捗
状

被災直後の国道等の様子
(小千谷市呼坂地区)

土砂などが河川の水の流れを
せき止めたため水没した集落

　(旧山古志村 木籠地区)
小千谷市浦ノ山地区の被災直後の様子

平成16年撮影平成21年10月撮影  平成18年撮影

小千谷市浦ノ山地区の復旧状況

況
で
す
が
、
事
業
計
画
箇
所
12
地

区
の
う
ち
、
３
地
区
で
は
ほ
ぼ
予
定

し
た
工
事
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
地
区
で
は
、
崩
壊
斜
面
に
植

生
が
蘇
り
、
周
囲
の
森
林
環
境
の
一

部
と
し
て
機
能
す
る
と
と
も
に
、
渓

流
が
安
定
す
る
こ
と
で
土
砂
流
出
が

抑
制
さ
れ
、
下
流
域
へ
の
再
度
災
害

の
防
止
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
安
全
で

安
心
で
き
る
生
活
基
盤
の
確
保
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
ま
で
の
総
工
費
は

1
0
6
億
円
、
進
捗
率
は
69
．
3
％

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度
ま
で

に
は
終
了
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
か

ら
復
旧
事
業
は
終
盤
に
入
り
ま
す

が
、
残
り
９
地
区
で
も
工
事
を
鋭
意

実
施
す
る
こ
と
で
、
山
地
災
害
を
防

止
し
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
養
鯉
池
や
棚
田
を
有

す
る
美
し
い
里
山
の
再
生
に
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

被災状況(平成16年10月撮影)

復旧状況(平成24年6月撮影)

小千谷市小栗山
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